
μ

同

唐

宋

時

代

貨
幣

研

究

論

文

類
目

支
那

　

昭
十
二
、
八

　
　

昭
六
、
二

　

昭
十
二
、
六

　
　

同

　
　

昭
六
、
二

支
那

　

昭
十
二
、
八

　
　

昭
七
、
一

東
洋
歴
史
大
徘
典
四
巻

　
　
　
　
　

昭
十
二
、
八

-－58

六
章
第
一
節

貨
幣

　

経
済
學
全
集
第
二
十
八
心

史
第
九
章

貨
幣

　

東
洋
歴
史
大
附
典
四
谷
、

１
　
國
行
政
法
第
三
巻
、
第
一
編
、
第

説

　
　
　
　
　

一

　

概

豪
蕎
總
督
府
編

　

貨
幣

大
四
、
三

昭
九
、
五

加
膝

　

繁

　

貨
幣

　

経
済
學
全
集
第
二
十
八
谷
、
支
那
経
済

第
四
章
第
二
節

り二
第
二
編
、

森

　

１
　
来

　

貨
幣
（
膚
代
）

　

世
界
歴
史
大
系
、
東
洋
中
世
史

　

昭
八
、
十
一

支
那

　

昭
十
二
、
八

　
　
　
　
　
　

ぐ

日
野
開
三
郎

　

貨
幣
（
宋
代
）

　

世
界
歴
史
大
系
、
東
洋
中
世
史

　
　
　
　
　
　

丿

　
　
　
　
　
　

三
第
二
編
、
第
三
章
第
一
節

　
　
　
　

昭
九
、
十

　
　
　
　
　
　

ぐ

宮
崎

　

市
定

　

通
貨
（
宋
）

　

世
界
文
化
史
大
系
、
宋
元
時
代
、

　
　
　
　
　
　

宋
元
の
経
済
的
舷
態

　
　
　
　
　
　
　

昭
十
、
十

日
野
開
三
郎

　

外
國
貿
易
、
東
洋
歴
史
大
別
典
四
谷
、
支
那
商
・

中
島

　

敏

　

紙
幣

　

東
洋
雁
史
大
附
典
四
谷
、

加
藤

榎

　
　

一

日
野
開
三

加
藤

日
野
開
三

郎繁郎雄繁

中加

島膝

敏繁

交
子

　

経
臍
學
餅
典
二

交
子

　

東
洋
歴
史
大
餅
典
三
谷

交
妙

　

同

見
銭
開
子

　

経
済
學
田
典
二

篤
替

　

東
洋
歴
史
大
俗
典
四
巻
、

飛
銕

　

経
済
學
１
　
典
五

貨
幣
と
し
て
の
金
銀

支
那

　
　
　
　
　
　

業

加
藤

　

繁

　

支
那
に
於
け
る
紙
幣
の
歴
史

　
　
　
　
　
　

史
學
雑
誌
四
八
、
九
（
講
概
）

昭
十
二
、
八

昭
十
二
、
九

　
　
　
　

二

　

銅

　
　

識

　
　

銭

宮
崎
‘
市
定

　

小
作
様
式
の
流
行

　

世
界
文
化
史
大
系
、
宋
元

　
　
　
　
　
　

時
代
、
宋
元
の
経
済
的
顛
態

　
　
　

昭
十
、
十

小
野

　

勝
年

　

唐
代
に
於
け
る
一
禁
令
の
解
鐸
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　

史
林
二
二
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
十
二
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　

○



稽
菌
岩
吉

　

銅
禁
令
、
銅
禁
令
行
使
の
範
園
（
唐
）

　
　
　
　
　
　

支
那
祀
費
史
研
究

黄

　

君

　

獣

　

唐
代
的
貨
幣

　

食
貨
四
、
十
一

大
十
一
、
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
十
一
、
十
一

金
井

　

之
忠

　

唐
代
の
錆
貨
問
題

　

文
化

　

四
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
十
二
、
Ξ

傅

　

安

　

華

　

唐
中
葉
以
後
的
貨
幣
問
題

劉戴

　

振

焚輝

田
中

　

忠
夫

中
國
経
臍
四
、
七

　
　

Ｏ

五
代
貨
幣
制
度

五
代
的
鏡
９
　

　
　

○

北
宋
貨
幣
史
論

一

食
貨
二
、

同

　

四
、

" －

-

Ｊ

　
　
　
　
　
　
　

歴
史
學
研
究
二
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　

｀
○

’
日
野
開
三
郎

　

北
宋
時
代
０
博
疆
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　

歴
史
學
研
究
四
、
三

同

昭
九
、
八

昭
十
、
三

北
宋
時
代
に
於
け
る
銅
餓
銭
行
使
地
域
劃
定
策

に
就
い
て

　

東
洋
學
報
二
四
、
「
二

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
十
一
、
十
一
・
十
二
、
二

昭
十
一
、
七

　
　

加
藤

　

繁

　

宋
の
貨
幣
政
策
と
西
夏
０
入
寇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

史
學
雑
誌
四
七
、
二
（
講
概
）

　

昭
十
、
六

　
　

曾
我
部
静
雄

　

宋
０
銭
荒

　

文
化
三
、
三

昭
十
一
、
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇

東
亜
経
済
研
究
四
、
四
・
五
、

　
　
　

大
九
、
十
・
大
十
、
一

日
野
開
三
郎

　

北
宋
時
代
に
於
け
る
銅
痘
の
産
出
額
に
就
い
て

同

　　

同

j9

　

同

東
洋
學
報
二
二
、
一

　
　
　
　
　
　

昭
九
、
十
二

北
宋
時
代
に
於
け
る
銅
繊
鋭
０
緬
造
額
に
就
い

て

　

史
學
雑
誌
、
四
六
、
一

　
　
　
　

昭
十
、
一

北
宋
時
代
に
於
け
る
銅
銀
鎖
０
需
給
に
就
い
て

歴
史
學
研
究

　

六
、
五
こ
ハ
・
七
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
十
一
、
五
・
六
・
七

北
宋
時
代
に
於
け
る
貨
幣
経
海
の
腿
鐘
と
國
家

財
政
と
の
開
係
に
就
い
て
の
一
考
察

昭
十
一
、
二

昭
十
一
、
三

膝
田

　

豊
八

　

銀
１
　
出
口
の
禁
令
（
宋
代
の
市
舶
司
及
び
市
舶

　
　
　
　
　
　

條
令
、
第
四
市
舶
條
令
）

　
　
　
　
　
　

東
洋
學
報
七
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　

大
六
、
五

　
　
　
　
　
　

（
東
西
交
渉
史
南
海
篇
所
収
）

桑
原

　

陥
順

　

混
作
漂
款
談
モ
・
鴛
｝
詔
鴬

同

事
蹟
、
第
一
章
註
二
十
二

　
　
　

大
十
二
、
十
一

唐
宋
時
代
の
銀
鎖

　

歴
史
と
地
理
ご
二
、
一

（
東
洋
文
明
・
史
論
叢
所
収
）

　
　
　

大
十
三
、
一

　
　

○

内
田

　

銀
瓶

　

貨
幣
流
通
の
醍
展

　

日
本
経
済
史
の
研
究
上
、

日
本
経
済
史
概
要
第
四
章

大
十
、
三
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加

木
宮

　

泰
彦

　

南
宋
と
０
貿
易

　

日
支
交
通
史
下
谷
、
第
一
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
二
、
十

小
粟
田

　

淳

　

支
那
銕
の
輸
入

　

日
本
貨
幣
流
通
史
前
編
、
第

　
　
　
　
　
　

一
章
第
一
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
五
、
十
一

同

　
　
　
　
　

中
世
初
期
０
銭
貨
流
通
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

紅
鰐
史
研
究
十
一
、
二

　
　
　
　
　

昭
九
、
二

秋
山

　

謙
蔵

　

徒
然
草
と
支
那
鎖
の
流
通

　
　
　
　
　
　

（
日
支
交
渉
史
話
所
収
）

　
　
　
　
　

昭
八
、
十
二

同

　
　
　
　
　

宋
代
０
南
海
貿
易
と
日
宋
貿
易
と
０
連
繋

　
　
　
　
　
　

史
學
雑
誌
四
四
、
十
二

　
　
　
　
　
　

同

森

　

克
巳

　

口
宋
交
通
に
於
け
る
我
が
能
動
的
貿
易
の
展
開

　
　
　
　
　
　

史
學
雑
誌
四
五
、
二
こ
二
・
四
昭
九
、
二
・
三
・
四

秋
山

　

謙
蔵

　

中
世
外
交
貿
易
史
の
再
吟
味

　
　
　
　
　
　

歴
史
教
育
九
、
七

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
九
、
十

秋
山

　

謙
蔵

　

元
寇
以
前
に
於
け
る
金
融
業
者
０
橋
頭
と
國
内
・

　
　
　
　
　
　

安
不
の
檜
大
―
鎌
１
　
前
期
の
支
那
銭
流
通
を
申

　
　
　
　
　
　

心
と
す
る
研
究
－

　
　
　
　
　
　

社
會
経
済
史
學
七
、
∵
二

　
　

昭
十
二
、
囲
７
五

森

　

克
巳

　

日
宋
交
通
と
日
宋
相
互
認
識
の
登
展

　
　
　
　
　
　

史
學
雑
誌
四
八
、
七
一
八

　
　
　

昭
十
二
、
七
λ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

田
中

　

忠
夫

　

遼
代
貨
幣
史
論

　

東
亜
経
海
研
究
四
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
九
、
七

劉

　

興

　

唐

　

宋
代
陸
上
的
國
際
貿
１
　

　

文
化
批
判
二
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
十
、
二

加
膝

　

繁

　

宋
と
金
と
の
貿
易
に
就
い
て

史
學
雑
誌
四
六
、
四
（
講
概
）

森

　

克
巳

　

日
唐
貿
易
の
形
態
－
日
宋
貿
易
０
基
礎
問
題
１

　
　

曾
我
部
静
雄

同同

史
學
弊
誌
四
六
、
六

昭
十
、
六

日
宋
貿
易
の
展
開
と
開
税
的
性
質
の
晋
生

史
學
雑
誌
四
五
、
七
（
講
概
）

歴
史
地
理
六
六
、
丁
二

日
宋
貿
易
の
旋
回

　
　

昭
九
、
七

昭
十
、
七
・
八

―
自
由
貿
易
よ
り
統
制
貿
易
へ
の
復
錨
－

史
學
雑
誌
四
七
、
六
（
講
概
）

　
　

昭
十
一

東
洋
學
報
二
三
、
四

　
　
　
　
　
　

昭
十
一

六八

宋同

四
八
、
一

　

昭
十
、
四

昭
十
二
、
一

金
貿
易
史
上
に
於
け
る
銅
鎖
の
問
題

　
　
　
　
　
　

文
化
四
、
六

中
島

　

敏

　

西
夏
に
於
け
る
鮨
銭
に
就
い
て

同

昭
十
二
、
六

史
學
雑
誌
四
七
、
六
（
講
概
）

　
　

昭
十
一
、
六

西
夏
に
於
け
る
銅
眼
銭
の
結
造
に
就
い
て

東
方
學
報
、
東
京
第
七
冊

　
　
　

昭
十
一
、
十
二

小
葉
田

　

淳

　

高
麗
朝
貨
幣
史
考

　

経
済
史
研
究
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
昭
六

秋
浦

　

秀
雄

　

高
麗
粛
宗
朝
に
於
け
る
鮨
競
動
機
に
つ
い
て
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＆

　
　
　
　
　
　

青
丘
學
叢
七
・
八
・
九

　
　
　
　

昭
七
、
二
・
五
・
八

　
　
　
　
　
　
　
　

東
方
學
報
、
東
京
第
六
冊

　
　
　

昭
十
二
、
ニ

程

　

維

　

新

　

宋
代
炭
州
市
對
外
貿
易
酌
情
形

　
　
　
　
　
　
　
　

池
田

　

静
夫

　

交
子
の
形
式
に
就
い
て

　

１
支
那
最
古
の
紙
幣

　
　
　
　
　
　

食
貨
一
、
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
十
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
形
式
－

　

文
化
四
、
五

　
　
　
　

昭
十
二
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　

〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
膝

　

繁

　

交
子
の
起
源
に
就
い
て

ｒ
.
　
Ｈ
ｉ
ｒ
ｆ
ｃ
ｈ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｗ
.
　
Ｖ
／
｡
　
Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
ｈ
ｉ
ｌ
ｌ
;

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

史
學
雑
誌
四
一
、
七
（
講
概
）

　
　
　

昭
五
、
七

　
　
　
　

Ｑ
ｙ
§
Ｑ
甲
阿
自
〇
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ａ
ｒ
ａ
ｂ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　

史
學
九
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
五
、
六

　
　
　
　

i
n
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｔ
ｗ
ｅ
ｌ
ｆ
ｔ
ｈ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
　
Ｔ
ｈ
ｉ
ｒ
ｔ
ｅ
ｅ
ｎ
ｔ
ｈ
　
　
　
Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ

　
　

日
野
開
三
郎

　

交
子
の
醍
邁
に
就
い
て

　
　
　
　

Ｉ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
｡
　
　
　
　
ｐ
.
ｐ
.
　
７
２
-
８
１
.
　
ｐ
.
　
　
１
２
６
-

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

史
學
雑
誌
四
五
、
二
こ
二

　
　
　
　

昭
九
、
二
・
三

Ｈ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
　
;
　
　
　
　
Ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｉ
ｓ
l
a
m

　
　
ｎ
ａ
ｃ
ｈ
　
　
　
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
　
　
加
藤
　
繁
　
官
菅
と
篤
り
た
る
後
０
芸
州
交
子
制
度

　
　
　
　
　

Ｑ
ｕ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
ｎ
.
　
　
　
　
Ｔ
'
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ
　
Ｐ
ａ
ｏ
.
　
１
８
９
４
.
　
ｓ
.
　
３
４
.

Ｈ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
　
;
　
　
　
　
Ｅ
ａ
ｒ
l
ｙ
　
　
　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ

　
　
Ｎ
ｏ
ｔ
ｉ
ｃ
ｅ
ｓ

　
　
ｏ
ｆ

　
　
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
　
　
　
Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ

　
　
　
　
　

Ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
ｒ
i
e
ｓ
.
　
　
　
　
Ｊ
　
　
　
Ａ
.
　
Ｏ
.
　
Ｓ
.
　
１
９
０
９
.
　
ｐ
.
　
５
５
.

Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ
　
Ｃ
ｒ
ａ
ｗ
ｆ
ｕ
ｒ
ｄ
;
　
　
　
　
Ａ
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｃ
ｒ
ｉ
ｐ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
　
　
　
Ｄ
ｉ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｒ
ｙ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ

　
　
　
　
　

Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ
　
　
　
Ｉ
ｓ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
　
　
　
ａ
ｎ
ｄ
　
　
　
Ａ
ｄ
ｊ
ａ
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
　
　
　
Ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
ｉ
ｉ
ｅ
ｓ
.

　
　
　
　
　

１
８
５
６
.
　
ｐ
.
　
９
４
.

Ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ｅ
ｇ
ｅ
ｌ
;
　
　
　
　
Ｇ
ｅ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
　
Ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｓ
.
　
　
　
Ｔ
'
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ
　
Ｐ
ａ
ｏ
.
　
　
１
８
９
９
.

　
　
　
　
　

ｐ
.
ｐ
.
　
２
６
４
-
２
６
５
.

Ｙ
ｕ
l
e
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｏ
ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ｅ
ｒ
;
　
　
　
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｃ
ｏ
　
Ｐ
ｏ
ｌ
ｏ
　
　
　
ｖ
ｏ
一
’
Ｉ
Ｉ
　
ｐ
.
　
３
３
７
.

　
　
　
　
　

三
、
紙

　
　
　
　
　

幣

加
藤

　

繁

　

交
子
開
子
會
子
の
名
稀
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

史
學
雑
誌
四
六
、
七
（
講
概
）

同

昭
十
、
七

交
子
合
子
開
子
と
い
ふ
語
の
意
味
に
就
い
て

同日
野
開
三
郎

同

　
　
　

四
三
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
九
、
一

院
西
交
子
考

　

史
學
十
五
、
一

　
　

昭
十
一
、
五

南
宋
の
紙
幣
「
見
銭
公
彗
」
及
び
「
見
銭
開
子
」
の

起
源
に
就
い
て

　

史
學
雑
誌
四
八
、
七
・
八
・
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
十
二
、
七
・
八
・
九

　
　

〇

仁
井
田

　

毘

　

需
昌
燃
皿
薄
野
梁
談
笑

　
　
　
　
　
　

の
研
究
第
二
編
第
九
章

　
　
　
　
　

昭
十
二
、
三

日
野
開
三
郎

　

便
銭
ｏ
語
義
を
論
じ
て
唐
宋
時
代
に
於
け
る
手

　
　
　
　
　
　

形
制
度
の
雖
建
に
及
ぶ

　
　
　
　
　
　

史
學
雑
誌
四
七
、
六
（
講
漑
）

　
　
　

昭
十
一
、
六

宮
崎
道
三
郎

　

唐
代
の
茶
商
と
飛
鎖
東
洋
學
蓼
雑
誌
十
九
、
二

　
　
　
　
　
　

五
四
上
一
五
五
（
宮
崎
先
生
法
制
史
論
集
所
収
）
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心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
三
五
、
十
一

岩
佐
精
一
郎

　

唐
憲
宗
朝
に
於
け
る
飛
競
禁
止
の
理
山
に
就
い

　
　
　
　
　
　

て

　

岩
佐
精
一
郎
遺
稿

　
　
　
　
　

昭
九
、
四

加
膝

　

繁

　

唐
宋
樅
坊
考

　

東
洋
學
報
十
二
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
十
一
、
十
二

森
住

　

利
直

　

北
宋
の
便
釈
に
就
い
て

　

史
淵
第
三
輯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
六
、
十
二

日
野
開
三
郎

　

宋
代
０
便
雑
に
就
て

　

東
洋
學
報
二
三
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
十
、
十
一

同

　
　
　
　
　

鏡
引
の
起
源
に
就
い
て

　

史
學
雑
誌
四
三
、
七

同

唐
宋
時
代
の
金
銀
地
金
の
形
式
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　

史
林
二
十
、
一
（
講
概
）

　
　
　
　
　
　
　
　

○

木
官

　

黍
彦

　

遣
唐
使
血
絹
後
の
日
唐
交
通

　
　
　
　
　
　

日
支
交
通
史
上
谷
第
七
章

同秋
山

　

謙
蔵

同

（
講
概
）

昭
七
、
七

　
　

膝
田

　

豊
八

　
　
　
　

四
、
金

　
　
　
　
　

銀

内
藤
虎
次
郎

　

支
那
の
通
貨
と
し
て
の
銀
（
朝
日
講
演
集
第
四

　
　
　
　
　

輯
所
収
、
東
洋
文
化
史
研
究
所
収
）

　
　

大
八
、
二

和
田

　

清

　

支
那
の
金
銀
銭
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　

東
洋
學
報
十
二
、
二

　
　
　
　
　
　

大
十
一
、
六

加
膝

　

繁

　

唐
宋
時
代
に
於
け
る
金
銀
の
研
究

東
洋
文
庫
論
叢
第
六

大
十
四
、
十
二

吉
田

　

虎
雄

　

支
那
に
於
け
る
金
銀
貨
幣
の
沿
革

　
　
　
　
　
　

東
亜
経
済
研
究
十
六
、
三

北
宋
と
の
交
通

　

同

　

第
十
一
章

日
唐
貿
易
に
よ
る
太
宰
府
の
鍵
遷

史
學
雑
誌
四
五
、
七
（
講
概
）

日
唐
貿
易
の
疲
展
と
太
宰
府
の
腱
遷

同

四
五
、
九
・
十

昭
十
、
一

昭
二
、
十

　

同
昭
九
、
七

昭
九
、
九
・
十

宋
代
輪
入
の
日
本
貨
に
就
き
て

　

東
洋
學
報
八
、

二
（
東
西
交
渉
史
南
海
篇
所
収
）

　
　

大
七
、
五

小
葉
田

　

淳

　

金
銀
の
秤
量
及
價
格

　

日
本
貨
幣
流
通
史
後
編

　
　
　
　
　
　

第
一
章
第
二
節

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
五
、
十
一

加
膝

　

繁

　

日
宋
の
金
銀
價
格
・
及
其
の
貿
易
に
つ
い
て

同

能
會
経
済
史
學
三
、
三

日
宋
の
金
銀
貿
易
に
就
い
て

七
（
講
概
）

　
　
　

昭
八
、
五

史
學
雑
誌
四
四
、

　
　
　

昭
八
、
七

小
葉
田

　

淳

　

中
世
の
金
銀
の
價
格
及
び
共
の
日
支
貿
易

　
　
　
　
　
　

丿
加
膝
博
士
の
所
論
を
讃
み
て
Ｉ

昭
七
、
七

加
藤

　

繁

　

支
那
金
銀
地
金
形
式
の
沿
革
に
就
い
て

殿
會
経
済
史
學
三
、
六

　
　

〇

昭
八
、
九

史
學
雑
誌
三
七
、
七
（
講
概
）

　
　

大
十
五
、
七

　
　

Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
ｈ
ｉ
ｌ
ｌ
:
　
　
　
　
Ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｓ
　
ｏ
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
　
Ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
　
　
　
ａ
ｎ
ｄ

　
　
T
i
'
ａ
ｄ
ｅ
　
　
　
ｏ
ｆ
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む

　
　
　
　
　

Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ
　
w
ｉ
ｔ
ｈ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
　
　
　
Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｉ
ｐ
ｅ
ｌ
ａ
ｇ
ｏ
　
　
　
ａ
ｎ
ｄ

　
　
　
　
　

ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｃ
ｏ
ａ
ｓ
ｔ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ
　
Ｏ
ｃ
ｅ
ａ
ｎ
　
　
ｄ
ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｔ
ｈ
ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｘ

　
　
　
　
　

ｆ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｅ
ｎ
ｔ
ｈ
　
Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｙ
.
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
　
Ｉ
Ｉ
.
　
ｐ
.
　
６
１
７
.

Ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ｅ
ｇ
ｅ
ｌ
;
　
　
　
　
Ｇ
ｅ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
　
　
　
Ｎ
ｏ
t
ｅ
ｓ
.
　
　
　
Ｔ
、
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ
　
Ｐ
ａ
ｏ
.
　
１
８
９
９
.

　
　
　
　
　

ｐ
ｐ
.
　
２
６
２
-
２
６
３
.

　

本
類
目
は
唐
宋
時
代
の
貨
幣
研
究
の
狸
展
の
跡
を
辿
り
現
在

に
於
け
る
研
究
０
状
況
を
知
る
上
に
於
て
必
要
な
り
と
認
む
る

主
要
な
る
論
作
を
概
説
並
に
銅
銀
鎖
、
紙
幣
、
金
銀
０
四
項
目

に
分
類
し
、
更
に
各
項
目
を
内
容
に
よ
り
て
細
分
類
し
て
排
列

し
た
も
の
で
あ
る
。
該
分
類
に
於
て
は
唐
宋
時
代
銅
鎖
、
紙
幣

琶
生
の
事
情
及
び
其
時
期
、
貨
幣
制
度
、
流
通
の
状
態
等
を
中

心
に
論
文
を
分
類
し
た
が
、
特
に
経
済
的
文
化
的
に
高
位
の
段

階
に
あ
る
支
那
０
銅
鎖
が
其
０
狸
展
段
階
の
低
い
四
周
の
諸
國

に
波
及
し
て
ゆ
く
時
、
祀
會
的
経
済
的
に
い
か
な
る
結
果
が
資

さ
れ
た
か
、
そ
の
影
響
に
開
す
る
論
文
の
配
置
に
は
特
に
意
を

用
ひ
だ
。
叉
分
類
０
方
法
に
あ
り
て
は
其
の
内
容
の
多
岐
に
亘

る
が
た
め
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
り
て
分
類
す
る
事
は
到
底

不
可
能
な
る
も
の
も
多
々
あ
る
が
、
煩
を
避
け
る
た
め
一
論
文

は
一
回
限
り
掲
載
す
る
方
針
を
探
用
し
た
。
論
文
の
掲
載
に
開

し
て
も
可
及
的
に
廣
範
園
か
ら
渉
獄
す
る
を
旨
と
し
た
が
、
書

物
の
手
許
に
な
き
た
め
已
む
を
得
ず
割
愛
し
た
も
の
も
斟
く
な

い
。
殊
に
西
洋
人
の
研
究
等
勿
論
閑
却
す
べ
き
で
は
な
い
が
、

書
物
の
不
便
と
又
丹
念
に
渉
猟
す
る
暇
の
な
か
つ
た
た
め
甚
だ

巾
し
謬
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
Ｃ
ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ｅ
ｒ
　
Ｑ
　
Ｂ
ｉ
ｔ
ｌ
ｉ
ｏ

ｔ
ｈ
ｅ
ｃ
ａ
　
Ｓ
ｉ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
等
に
よ
り
て
補
足
せ
ら
れ
ん
事
を
希
望
し
て
已

ま
な
い
。
又
上
記
の
論
文
は
明
治
以
降
、
支
那
に
あ
り
て
は
民

國
以
後
の
論
文
で
あ
る
が
、
我
が
國
に
於
て
は
已
に
徳
川
時
代

伊
藤
東
涯
は
そ
の
著
制
度
通
に
於
て
、
唐
宋
時
代
の
貨
幣
に
論

及
し
て
居
り
、
清
朝
に
あ
り
て
も
顧
炎
武
は
日
知
録
に
於
て
、

趙
翼
は
限
９
　
叢
考
に
於
て
、
夫
々
該
問
題
に
就
い
て
論
じ
て
居

り
、
其
の
他
散
ふ
れ
ば
二
三
に
は
止
ら
な
い
が
特
に
重
要
略
く

べ
か
ら
忿
る
も
０
で
も
な
い
の
で
省
略
に
従
っ
た
。

　

以
上
は
分
類
と
排
列
と
の
方
針
の
大
要
で
あ
る
が
、
何
分
問

題
が
廣
範
園
に
亘
っ
て
居
り
、
且
つ
充
分
な
る
時
間
０
節
裕
の

な
か
っ
た
た
め
甚
だ
杜
撰
な
然
も
不
備
な
も
の
に
経
っ
た
。
大

方
の
御
教
示
を
恕
望
し
て
已
ま
ぬ
次
第
で
あ
る
。
（
佐
伯
富
編
）

日

本

寄

　

語

　

（
四
一
頁
よ
り
縦
こ

壮
饌

哭多
少

打有
情

換醇無

　　

蜻

逡乃亜吉亜胡頼一乃路励
帯乃姉乃姉子介放古水大

　

水吉
ヨ

　　

キアウライナルヒ
ウノアノツツカククシダ
タナツ

　

シキ

芸

ク
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